
パ
タ
ー
を
ス
ク
エ
ア
に

セ
ッ
ト
す
る
の
は

い
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
!?

　

パ
ッ
ト
で
は
イ
メ
ー
ジ
作
り
が
大
切
で

す
が
、
一
言
で
イ
メ
ー
ジ
と
言
っ
て
も
、

ス
ト
ロ
ー
ク
イ
メ
ー
ジ
、
ラ
イ
ン
イ
メ
ー

ジ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
イ
メ
ー
ジ
、
イ
ン
パ
ク

ト
音
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
様
々
あ
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
大
事
な
の
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
イ

メ
ー
ジ
。
文
字
通
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
向

か
っ
て
ど
う
打
つ
か
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と

で
す
が
、
多
く
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
こ
れ
が

不
十
分
。
そ
の
原
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
の
が
目
標
合
わ
せ
で
す
。

　

ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
ほ
と
ん
ど

は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
し
て
ス
ク
エ
ア
に

構
え
、
フ
ェ
ー
ス
を
目
標
に
向
け
る
こ
と

に
心
血
を
注
い
で
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

実
は
杓
子
定
規
に
ス
ク
エ
ア
に
セ
ッ
ト
す

る
の
は
い
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
重

要
な
の
は
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
で
正

し
く
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
目
標
に
対
し
て
フ
ェ
ー
ス
が
開

い
て
い
よ
う
が
閉
じ
て
い
よ
う
が
、
自
分

の
中
で
ス
ク
エ
ア
な
感
覚
が
あ
れ
ば
そ
れ

で
い
い
。
フ
ェ
ー
ス
を
開
い
て
セ
ッ
ト
す

れ
ば
閉
じ
て
打
ち
、
閉
じ
て
セ
ッ
ト
す
れ

ば
開
い
て
打
つ
か
ら
で
す
。

　

実
は
こ
れ
、
シ
ョ
ッ
ト
か
ら
つ
な
が
っ

て
い
る
感
覚
で
、
パ
ッ
ト
巧
者
の
パ
タ
ー

の
向
き
は
シ
ョ
ッ
ト
と
同
様
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
こ
う
す
る
に
は
自
分
の
イ

メ
ー
ジ
を
拠
り
所
に
す
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
人
間
で
あ
る
限
り
、
イ
メ
ー
ジ
の
世

界
で
プ
レ
ー
し
な
い
こ
と
に
は
本
格
的
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ッ
プ
は
望
め
な
い
の

で
す
。

イメージと
実践が重なる
自信作です！

今号の特別付録『Aim Putt』。 パターレッスン専用ス
タジオ「パットラボ」を主宰するパットのエキスパート・
大本研太郎とゴルフトゥデイ編集部が共同で開発した
多機能練習器だ。その最大の売りはイメージと実践の
ギャップがどんどん埋まってイメージ通りのパットが打
てるようになること。もちろん活用の仕方次第で弱点
の克服も可能。ではさっそく『Aim Putt』の特徴と
その使い方を紹介しよう。

『Aim Putt』
イメージ通りのパットが打てる！

パットのパフォーマンスを上げるには
イメージ通り打てるようになること。

そのために生まれたのが
『Aim Putt』だ。

パットマスターになる！
で

取材・構成・文／岸 和也　写真・圓岡紀夫　協力／横浜カントリークラブ

『Aim Putt』の
ここがイイ！

イメージを具 現 化
するた めに生まれ
たパット練習器。

パットとショットは同
じ感覚でつながって
いることがわかる。

おおもと・けんたろう　1974年生まれ。PGA
ティーチングプロ。18歳からゴルフを始め、
研修生、ミニツアーを経験後、ティーチング
活動を開始。2012年にはパターレッスン専
用スタジオ「パットラボ」を開設。2018年には

「グラビティメソッド」でPGAティーチングプ
ロアワード最優秀賞受賞。プロ、アマを問わ
ずその門を叩くゴルファーがひきも切らな
い。GPC恵比寿ヘッドコーチ。

開発・監修

大本研太郎

イメージの世界で
プレーできるようになる

多 機 能 パ ッ ト 練 習 器

方
向
性
が
合
う
！

ス
ト
ロ
ー
ク
が

安
定
す
る
！

エイム パット

特別付録
PART2巻頭

特集

パット練習器の活用法
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『
A
i
m 

P
u
t
t
』で

現
実
の
練
習
を

イ
メ
ー
ジ
化
し
て
い
く

　

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が

『
A
i
m 

P
u
t
t
』は
イ
メ
ー
ジ
の

世
界
で
プ
レ
ー
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
第
一
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分

の
ベ
ー
ス
と
な
る
フ
ェ
ー
ス
向
き
を
知

り
、
ス
ト
ロ
ー
ク
を
知
る
。
イ
メ
ー
ジ

ま
で
ト
ー
タ
ル
し
て
自
分
の
ス
タ
イ
ル

を
知
る
た
め
の
練
習
器
具
と
い
う
わ
け

で
す
。

　

と
は
い
え
、
や
る
こ
と
は
シ
ン
プ
ル

で『
A
i
m 

P
u
t
t
』を
使
っ
て
練

習
す
る
だ
け
。『
A
i
m 

P
u
t
t
』の

長
さ
や
幅
は
カ
ッ
プ
の
直
径
や
パ
タ
ー

ブ
レ
ー
ド
の
長
さ
に
合
わ
せ
て
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
白
が
浮
き
出
て
イ
メ
ー
ジ

し
や
す
い
モ
ノ
ト
ー
ン
の
配
色
に
す
る

な
ど
、
な
る
べ
く
現
実
に
脳
を
向
け
ず

イ
メ
ー
ジ
で
展
開
で
き
る
よ
う
に
あ
つ

ら
え
ま
し
た
。
パ
タ
ー
ヘ
ッ
ド
の
長
さ

と
カ
ッ
プ
の
直
径
は
ほ
ぼ
等
し
い
の
で

す
が
、
み
な
さ
ん
に
は
意
外
と
そ
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
打
っ
た
ボ
ー

ル
が
両
者
を
結
ぶ
帯
の
間
に
あ
り
続
け

れ
ば
カ
ッ
プ
イ
ン
す
る
わ
け
で
、
そ
の

映
像
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
や
直
径

10
・
８
セ
ン
チ
の
カ
ッ
プ
の
イ
メ
ー
ジ

を
作
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
。
専
門
的

に
言
う
と
練
習
で
は
左
脳
に
落
と
し
込

み
、
実
戦
で
は
右
脳
に
託
す
。
現
実
の

練
習
を
イ
メ
ー
ジ
化
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
プ
ロ
が
め
っ
た
に

３
パ
ッ
ト
し
な
い
の
は
、
練
習
で
左
脳

に
落
と
し
込
め
て
い
る
か
ら
。『
A
i
m 

P
u
t
t
』は
そ
の
作
業
を
や
る
た
め

　

ま
た
、
通
常
練
習
器
具
は
、
ア
ラ
イ

メ
ン
ト
な
ら
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
、
ス
パ
ッ

ト
な
ら
ス
パ
ッ
ト
と
い
っ
た
よ
う
に
一

つ
の
練
習
に
特
化
さ
れ
ま
す
。
で
も
、

別
々
の
器
具
で
練
習
す
る
の
は
現
実
的

で
は
な
く
、
一
つ
で
い
ろ
い
ろ
な
種
類

の
練
習
が
で
き
た
方
が
い
い
。
そ
れ
を

実
現
し
た
の
も『
A
i
m 

P
u
t
t
』

の
い
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

繰
り
返
し
ま
す
が
、
や
っ
て
い
た
だ

き
た
い
の
は『
A
i
m 

P
u
t
t
』を

使
い
、
ひ
た
す
ら
繰
り
返
し
打
つ
こ
と

で
す
。
打
つ
こ
と
に
集
中
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
使
い
方
に
も
決
ま
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
参
考
ま

で
に
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
い
く
つ
か
紹
介

し
ま
す
が
、
自
分
に
役
立
つ
自
分
な
り

の
使
い
方
を
し
て
も
ら
っ
た
方
が
ず
っ

と
い
い
。
や
れ
ば
間
違
い
な
く
上
手
く

な
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
再
現
性
が
上
が

る
か
ら
で
す
。

　

そ
う
な
る
と
真
っ
す
ぐ
に
し
て
も
、

左
右
に
打
ち
出
す
に
し
て
も
安
定
し
ま

す
か
ら
、
そ
れ
を
シ
ョ
ッ
ト
の
傾
向
と

擦
り
合
わ
せ
て
自
分
の
特
性
を
見
つ
け

て
く
だ
さ
い
。
常
に
14
本
を
照
ら
し
合

わ
せ
な
が
ら
練
習
し
て
い
た
だ
く
の
が

ベ
ス
ト
。
イ
ン
パ
ク
ト
ゾ
ー
ン
は
全
部

一
緒
で
す
か
ら
。

の
練
習
器
で
す
。
ゴ
ル
フ
で
は
ひ
た
す

ら
再
現
性
を
求
め
ら
れ
る
の
で
、
あ
と

は
同
じ
作
業
を
繰
り
返
す
だ
け
で
す
。

　

話
が
少
し
飛
び
ま
す
が
、
藤
田
さ
い

き
プ
ロ
が
今
季
好
調
な
の
は
こ
の
せ

い
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
こ
と
を
繰
り
返

し
練
習
す
る
う
ち
に
、
パ
ッ
ト
と

シ
ョ
ッ
ト
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
気
づ

い
て
自
分
の
中
に
落
と
し
込
め
た
か
ら

で
す
。

　

閃
き
は
地
味
に
同
じ
こ
と
を
ず
っ
と

や
り
続
け
て
い
る
中
で
生
ま
れ
ま
す
。

閃
き
と
は
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
に
落
と
し

込
む
こ
と
。
単
純
作
業
か
ら
何
か
に
気

づ
き
、
そ
れ
を
イ
メ
ー
ジ
化
で
き
る
と

強
い
。
そ
の
力
添
え
に
な
る
の
が

『
A
i
m 

P
u
t
t
』な
の
で
す
。

『
A
i
m 

P
u
t
t
』

を
使
い
、ひ
た
す
ら

繰
り
返
し
打
つ

反
復
練
習
で

左
脳
に
落
と
し
込
み
、

実
戦
で
は

右
脳
に
託
し
て

プ
レ
ー
で
き
る

似通ったスケールで
カップとパターに
イメージを結びつける

➡活用法は次ページから！

『Aim Putt』を使って
繰り返し練習すると
情報が左脳に落ちて

どう打てばいいかが明白に。
実戦では細かいことは考えず

イメージに従って
打つだけでいい。

ボ ー ル 位 置 と 同 じ 場 所 に
『Aim Putt』を置いて打つだ
けでもイメージ作りに役立つ。

一般的なパターのブレード長の上限と同じ７インチ

パーツの長さはカップの直径と同じ4.25インチ

シンプルなL字型の『Aim Putt』はカップ
とパターのスケールを反映した大きさに
なっている。長さはカップの直径や一般的
なパターのブレード長と、厚さはパターヘッ
ドのそれとほぼ同じ。これがパットに重要な
イメージ作りに大きく貢献する。

カップまでのラインイメージ
が明確にできるのも『 A i m 
Putt』ならでは。

厚さは一般的な
パターヘッドの
厚さの上限と

同じ2.5インチ

パターヘッドの間近の幅に『Aim Putt』を
置きショットと同じイメージでストローク。 『Aim Putt』の

ここがイイ！
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アライメントを
チェック

スパット上を
正確に通す

正しいロフトで構える

ラインイメージを作る

M E N U

M E N U

M E N U

M E N U

スクエアにはこだわらなくていいシューズ２足分ほど離れたところからスパットを通す

間にボールを通して
ラインイメージを明確にする

インパクトロフト
が一定になる

ボールの幅に
置いて構える

カップの幅に
置いて構える

セットアップ＆
イメージ養成

メニュー
　下の写真のようにターゲットに向
けて『Aim Put t』を置いてスパット
に見立て、シューズ２足分ほど離れ
たところからボールを打って『 A i m 

Pu t t』の間を通す。このイメージをラ
ウンドで実践すればスパットの上を
通せるようになる。『Aim Pu t t』の
間隔を徐々に狭めていこう。

➡ 写真のように『Aim Putt』
を目標 に 向 け て 後 方 から確
認。フェースの向きを合わせて
アドレスする。 

ボールの先60センチほどにスパットを設ける想定で『Aim Putt』を置く。

約60cm

『Aim Putt』の間隔を徐々に狭めていくことで、
より正確にスパット上を通るようになる。

『 A i m  P u t t 』を
ボ ー ル 幅 に 開 い て
置き、ター ゲットま
でのラインをイメー
ジする。

　カップやターゲットまでのライ
ン 上 に 、ゲ ート に な る よ う に

『Aim Putt』を置いてその間に
ボールを通す。繰り返すことで打
つ強さが一定になりラインイメー
ジ が 明 確 になって いく。『 A i m 
Putt』の置き方や幅を狭めてい
くとより正確性がアップする。

　イメージ通りのボー ルを
打つにはロフト通りに打つこ
とが必要。『Aim Putt』に
フェースを当てて構え、ロフ
トが寝たり立ちすぎていな
いかをチェックする。『A i m 
P u t t』に合わせるイメージ
が定着すれば常に正しく構
えられインパクトロフトが一
定になりやすい。

『 A i m  P u t t 』を
カップの幅に開き、
その幅でラインをイ
メージ。そこから外
れなければ入る。

➡長 め の パットは 写 真
のように『Aim Putt』
を立てて行うといい。

アドレスではパターロフト通りに構えるのが条件。
アマチュアはロフトが寝やすいので気をつける。

『Aim Putt』の面にパターフェースを合わ
せる。ピッタリついたらロフトが立っている。

ロフト通りに構えた時の映像を脳に焼き付
ける。目のトレーニングとしても最適。

扌 短 い パットは 写
真 のようにボ ー ル
2つ分くらい離して
置き繰り返し打つ。

　まずは下の3つの写 真のように
『Aim Put t』を置いてフェースの向
きとアライメントをチェック。ブレード
と同じ長さなので正しく向けている

かがはっきりわかるが、スクエアアド
レスにこだわる必要はなし。ターゲッ
トイメージが出やすいセットアップを
見つけよう。 スクエアに

構えてもいいが
スクエアに

こだわる必要は
ない。

長めのパット 短めのパット
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ショートをなくす 

カップの端を狙って打つ

インパクトのゆるみを解消

正しくインパクトする

ヘッドの軌道を直す

　カップの端を狙うことはよくあるが、普段から練習して
いないとうまくいかない。そこで『Aim Pu t t』を使った練
習でカップの端に打つ練習をしておく。例えば『 A i m 
Pu t t』をT字型に置き、片方だけに当たるように打てば
カップの右（左）半分を狙う練習になる。

　４とは反対に、バックス
イング側に『Aim Put t』を
置き、そこにヘッドが当たら
ないストロークで打つ。４と
同様25センチの間隔で打
つと３メートルコロがるのが
目安。バックスイングが大き
くインパクトでゆるむタイプ
の人におすすめの練習。

　ヘッドの長さよりわずかに広
い間隔に『Aim Pu t t』を置い
てゲートを作り、その間のボール
を打つ。ヘッドが正しい軌道を
たどり芯で打てる。また、前後に
置いた『Aim Putt』の間を通す
ことでインサイドアウト、アウト
サイドイン軌道が矯正される。

　パターヘッドと同じ
感覚を空けて『 A i m 
Pu t t』を置き、その後
ろ（自分側）に置いた
ボールを打つ。『Aim 
Putt』にヘッドが当た
らないように打つこと
でしっかりインパクト
で き る 。ボ ー ル と

『Aim Put t』の間隔
が25センチで3メート
ルコロがるのが目安。

『Aim Put t』に軽く触れる程度の
強さで打つ。

手前を右、奥を左に
置くとインサイドア
ウト、逆に置いて間
を通せばアウトサイ
ドインが直る。

➡ヘッドがぎりぎ
り通る感覚をとっ
た『Aim Putt』
の間を通す。

T字に置いた『Aim Putt』はカップと同じ幅。片方だけに当てる
練習で左右に狙い打てるようになる。

バックスイングが小さくても、インパクトがゆるまなければコロがることがわかる。

目安としてはボールと『Aim Putt』の間隔が25センチ。フォローでヘッドが当たらないように打つと３メートルコロがる。

カップとボールの間に置いてぶつ
ける練習をしてもいい。

写真のように奥に置いて打てば入
るタッチと入らないタッチがわかる。

『Aim Putt』に当ててカップインさ
せるイメージで打つ。

カップの先の『Aim Put t』に収め
るつもりで打てばショートしない。

ジャストタッチや強めのタッチで
自分のタッチを知る

『Aim Putt』の置き方でストローク軌道を矯正

バックスイング側に置いた『Aim Putt』に当たらないように打つ

T字型に置いた『Aim Putt』の片方に当てる

ストローク
養成メニュー

　“コの字”に置いた『Aim Put t』
に向かってボールを打つ。変形しな
いよう奥に触れるように打てばジャス
トタッチ。カップの縁に置いて当てる

つもり、あるいはカップの先に置いて
『Aim Put t』を狙って打ち、途中で
カップインすれば強めのタッチ。いず
れもショートの防止に効果的。

M E N UM E N U

M E N U

M E N U

フォロー側に『Aim Putt』を置いて打つ

ジャストタッチ 奥の土手に当てる 強めのタッチ

M E N U
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